
農
業
は
、
食
の
ま
ち
づ

く
り
を
支
え
る
重
要
な

要
素
で
あ
り
、
こ
の
三
年
間
に
万

全
の
態
勢
で
取
り
組
む
。
遊
休
農

地
面
積
を
減
ら
す
。
鳥
獣
害
の

様
々
な
被
害
防
止
対
策
を
講
じ

る
。
堆
肥
作
り
の
検
討
を
す
る
。

排
水
対
策
、
客
土
等
土
づ
く
り
に

取
り
組
む
。
加
工
品
の
流
通
、
販

売
面
で
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
市

民
農
園
な
ど
特
区
と
し
て
対
応
で

き
る
か
研
究
、
検
討
す
る
。

風
水
害
対
策
を
問
う
。

下
流
に
一
部
堆
積
が
見

ら
れ
国
土
交
通
省
北
川

出
張
所
が
監
視
を
し
て
い
る
。
住

民
の
避
難
路
は
今
後
も
引
き
続
き

施
工
す
る
。
江
戸
川
の
浚
渫
を
三

〇
〇
ｍ
間
実
施
す
る
。

小
浜
イ
ン
タ
ー
周
辺
の

都
市
計
画
を
問
う
。

府
中
地
係
に
つ
い
て
は

設
計
協
議
が
終
了
し
、

そ
の
後
幅
杭
設
計
、
幅
杭
設
置
、

用
地
の
丈
量
測
量
と
進
ん
で
い

る
。
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
農
振
地
域

除
外
の
問
題
は
慎
重
に
判
断
す

る
。

三
位
一
体
の
改
革
の
評

価
と
対
応
に
つ
い
て
。

削
減
と
同
時
に
基
幹
税

で
の
税
源
移
譲
を
求
め

て
い
き
た
い
。
食
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
で
財
政
基
盤
の

強
化
を
す
る
。

行
財
政
改
革
の
推
進
策

は
。

定
員
適
正
化
施
策
の
選

択
と
事
業
の
重
点
化
、

保
育
園
の
民
営
化
、
保
育
園
、
小

学
校
の
統
廃
合
に
取
り
組
む
。

琵
琶
湖
若
狭
湾
快
速
鉄

道
実
現
の
見
通
し
は
。

必
ず
実
現
で
き
る
と
確

信
し
て
い
る
。
滋
賀
県

と
の
連
携
を
強
化
し
た
い
。

今
後
も
続
く
人
口
減
少

や
高
齢
化
に
伴
う
収
入

の
減
少
、
義
務
的
経
費
の
増
加
に

対
応
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
食
の

ま
ち
づ
く
り
で
小
浜
市
は
財
政
的

に
自
立
が
で
き
る
の
か
。

必
ず
自
立
で
き
る
。

「
琵
琶
湖
若
狭
湾
快
速

鉄
道
」
に
つ
い
て
「
任

期
中
に
め
ど
を
つ
け
る
」
と
約
束

さ
れ
た
が
。基

金
積
み
立
て
も
行
っ

て
お
り
、
滋
賀
県
側
と

連
携
を
強
め
、
直
流
化
事
業
の
実

現
後
必
ず
で
き
る
と
確
信
を
持
っ

て
取
り
組
む
。

閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る

北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー

ト
が
、
米
原
接
続
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
嶺
南
・
嶺
北
の
格
差
は
更

に
拡
大
す
る
。
関
西
と
の
連
携
強

化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

県
内
の
行
方
を
見
な
が

ら
適
切
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
格
差
が
広
が
り
不
公
平
感

が
高
ま
る
。
大
阪
ま
で
繋
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

経
済
活
動
・
観
光
ル
ー

ト
と
し
て
、
県
境
を
越

え
た
道
路
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

近
隣
府
県
と
の
交
流
を

活
発
化
す
る
た
め
、
連

携
を
強
化
し
て
積
極
的
に
取
り
組

む
。

中
間
貯
蔵
施
設
誘
致
問

題
で
白
紙
の
考
え
に
変

わ
り
が
な
い
か
。

慎
重
姿
勢
に
変
わ
り
は

な
い
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
、
新
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活

動
成
果
と
提
言
に
対
す
る
進
行
管

理
つ
い
て
。市

民
と
職
員
が
課
題
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り

市
民
と
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
気
運
醸
成
が
図
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
提
言
を
頂
い
た
後
も
、

新
た
な
課
題
が
発
生
し
た
場
合

は
、
引
き
続
き
調
査
・
研
究
に
あ

た
っ
て
頂
く
。

民
間
活
力
の
導
入
方
策

に
つ
い
て
、
目
標
年
次

等
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
。

平
成
十
四
年
度
に
策
定

し
た
「
民
間
活
力
導
入

に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ

き
、
各
部
で
検
討
し
、
保
育
園
・

幼
稚
園
運
営
、
廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
・
運
営
等
は
平
成
十
七
年
度
、

文
書
収
発
事
務
等
は
平
成
十
九
年

度
を
目
標
年
次
と
設
定
し
て
い
る
。

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
導
入
に

つ
い
て
。

現
状
の
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ

ス
テ
ム
の
中
で
の
、
電

子
決
済
、
電
子
申
請
等
の
整
備
が

先
決
で
あ
る
。

一
、
原
子
力
政
策(

中
間
貯
蔵
施
設

誘
致
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て)

十
二
月
議
会
で
も
お
聞

き
し
た
が
そ
の
後
、
国
、

県
、
電
力
会
社
等
か
ら
市
長
に
対

し
公
式
、
非
公
式
を
問
わ
ず
、
何

ら
か
の
依
頼
や
打
診
が
あ
っ
た
か
。

一
切
な
い
。

こ
の
件
に
関
し
こ
の
施

設
を
誘
致
し
な
い
で
く

だ
さ
い
と
い
う
陳
情
が
一
万
三
千

名
も
の
多
数
の
署
名
と
共
に
届
け

ら
れ
た
が
ど
う
受
け
と
め
た
か
。

謙
虚
に
素
直
に
受
け
と

め
た
。

【6】市議会だより

池田 英之 議員

三木 尚 議員

深谷 嘉勝 議員

清水 正信 議員

問
①

問
①

問
①

問
①

問
②

問
②

問
②

問
②

問
②

問
③

問
③

問
③

問
③

問
④

問
④

答

答 答 答

答 答

答 答 答

答 答 答 答

答 答 答



二
、
十
六
年
度
当
初
予
算
案
に
つ

い
て
。

各
課
の
予
算
が
市
民
生

活
に
ど
の
よ
う
に
役
立

っ
て
い
る
の
か
を
全
職
員
に
再
検

証
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
一
旦
出

た
予
算
を
「
使
い
切
る
」
か
ら

「
余
ら
せ
る
」
と
い
う
発
想
に
転

換
し
て
欲
し
い
。

是
非
と
も
採
り
入
れ
た

い
。

若
狭
寺
博
の
開
催
は
。

検
討
し
た
い
。

三
、
総
合
運
動
場
の
活
用
に
つ
い
て
。

大
学
、
高
校
の
合
宿
等

の
誘
致
運
動
を
起
し
て

は
。

運
動
施
設
も
観
光
資
源

の
一
つ
と
し
て
活
か
し

て
い
き
た
い
。

小
泉
内
閣
の
「
三
位
一

体
改
革
」
は
国
の
財
政

支
出
を
減
ら
す
こ
と
か
ら
サ
ー
ビ

ス
の
後
退
、
地
方
の
切
り
捨
て
に

な
る
。
十
六
年
度
小
浜
市
へ
の
影

響
は
ど
う
か
。

国
庫
補
助
金
の
保
育
所

保
護
措
置
費
が
八，

三

〇
〇
万
円
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

削
減
で
四
億
三，

九
〇
〇
万
円
、

所
得
譲
与
税
の
税
源
移
譲
が
あ
っ

た
も
の
の
差
引
き
四
億
六，

七
〇

〇
万
円
の
減
と
な
る
。

中
間
貯
蔵
施
設
の
誘
致

に
賛
成
、
反
対
そ
れ
ぞ

れ
署
名
を
添
え
て
陳
情
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
市
長
は
明
確
な
態
度
表

明
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
小
浜
の
こ
と

を
考
え
て
の
意
見
。
謙

虚
に
拝
聴
し
て
い
る
。

小
浜
市
の
雇
用
創
出
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
。

食
に
関
連
す
る
農
林
水

産
業
を
は
じ
め
、
食
品

産
業
や
箸
産
業
、
観
光
産
業
の
振

興
等
々
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
を
着

実
に
推
進
し
て
い
く
中
で
雇
用
の

創
出
が
図
ら
れ
る
。

子
ど
も
の
安
全
対
策
と

し
て
不
審
者
や
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
を
伺
う
。

教
職
員
が
巡
視
を
し
た

り
警
察
の
協
力
を
お
願

い
す
る
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

県
教
育
委
員
会
や
獣
医
師
会
の
通

知
に
沿
っ
て
対
応
。

児
童
虐
待
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

生
徒
指
導
主
事
を
対
象

に
民
生
委
員
や
児
童
相

談
所
・
警
察
署
等
の
外
部
帰
還
と

の
合
同
研
修
会
を
定
期
的
に
開
催

し
情
報
交
換
を
行
う
。

父
子
家
庭
に
対
し
今
後

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考

え
て
い
る
の
か
。

前
向
き
に
、
き
め
細
か

な
窓
口
対
応
を
行
い
、

生
活
、
医
療
費
等
の
相
談
業
務
の

充
実
を
図
り
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
た
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え

研
究
し
て
い
く
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
に
伴
う
行
動
計

画
策
定
に
あ
た
り
地
域
協
議
会
の

設
置
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

効
果
的
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
必
要
に
応
じ
て
次

世
代
育
成
対
策
協
議
会
の
設
置
を

検
討
す
る
。雇

用
問
題
と
企
業
誘
致

を
問
う
。

市
土
地
開
発
公
社
所
有

地
へ
の
企
業
誘
致
成
功

報
酬
制
度
を
創
設
。
土
地
売
却
代

の
三．

三
％
を
謝
礼
、
西
友
撤
退

後
の
核
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
平
和
堂

に
出
店
要
請
し
て
い
る
。
出
店
の

た
め
の
支
援
策
を
協
議
中
。

若
狭
の
中
核
都
市
と
し

て
原
発
テ
ロ
か
ら
の
防

衛
と
経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら
陸

上
自
衛
隊
の
誘
致
を
。

テ
ロ
の
脅
威
や
密
入
国

に
対
す
る
危
機
管
理
に

加
え
、
地
域
経
済
に
も
た
ら
す
波

及
効
果
か
ら
も
意
義
深
い
。
防
衛

庁
の
省
格
上
げ
の
動
き
も
踏
ま
え

て
誘
致
を
進
め
る
た
め
の
前
提
条

件
を
研
究
し
た
い
。

特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
計
画
は
。

若
州
福
祉
会
に
移
譲
し

た
旧
福
寿
園
と
観
海
寮

を
十
六
年
度
中
に
東
勢
に
改
築
移

転
す
る
計
画
。
養
護
三
〇
床
、
特

養
七
〇
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
一

〇
床
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
二
〇
床
と

な
る
。
今
後
は
す
べ
て
個
室
・
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
採
用
。

特
区
の
取
り
組
み
状
況

は
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
食
育
特
区
な
ど
先
進

事
例
を
取
り
寄
せ
て
可
能
性
を
探

っ
て
い
る
。

【7】 市議会だより

井上 万治郎 議員

下 中 雅之 議員

宮崎 治宇蔵 議員

問
①

問
①

問
①

問
①

問
①

問
②

問
②

問
②

問
②

問
③

問
③

問
③

問
④

問
④

答 答

答 答 答

答 答 答

答 答 答

答 答 答

 
◆ご意見・ご要望をお寄せください。 
庁内LANの稼働により、皆様の市議会に対するご意見・ご
質問・ご要望等を議会事務局宛てのメールでお受けするこ
とができました。メールアドレスは下記のとおりです。 
gikai-jimu@ht.city.obama.fukui.jp

◆ホームページで会議録を掲載。 
小浜市のホームページで、平成13年9月定
例会からの会議録をご覧になれます。 
URLは  http://www.city.obama.fukui.jp 

メニューの　議会・会議録　ボタンから。 



編
　
集
　
後
　
記

◎
先
の
三
月
定
例
会
に
お
い
て
は
今
年
度
の

当
初
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
市

の
み
な
ら
ず
全
国
の
地
方
自
治
体
で
も
三
位

一
体
の
改
革
の
影
響
を
受
け
、
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
は
、
今
後
の
国
の

動
向
を
凝
視
し
つ
つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確

保
し
、
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
行

う
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
高
度
な
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
予
算
を
組
ま
ざ

る
を
得
な
い
状
況
を
迎
え
、
議
会
と
し
て
も

今
ま
で
以
上
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
、

適
正
な
行
政
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
皆
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

〈
広
報
委
員
会
〉

委
員
長
　
　
深
谷
　
嘉
勝

副
委
員
長
　
　
垣
本
　
正
直

委
　
　
員
　
　
下
中
　
雅
之

〃

富
永
　
芳
夫

〃

小
堂
　
清
之

〃

杓
子
　
　
明

【8】市議会だより

開
か
れ
た
議
会
へ 

3月定例会において採択した『使用済み核燃料中間貯蔵施設の誘致に関する請願』の審査概要 
　
企
画
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
、
平
成
十
五
年
請
願
第
二
号
「
使

用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の
誘

致
に
関
す
る
請
願
」
お
よ
び
陳
情
第

二
号
「
使
用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵

施
設
の
誘
致
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

に
つ
き
、
委
員
会
を
十
二
回
開
催
し
、

請
願
の
紹
介
議
員
、
請
願
者
、
要
望

書
や
陳
情
書
な
ど
を
提
出
し
て
い
る

団
体
な
ど
の
代
表
者
を
参
考
人
と
し

て
委
員
会
に
招
致
し
、
意
見
を
聞
き

慎
重
に
審
議
を
し
ま
し
た
。
な
お
委

員
会
の
審
査
は
全
て
公
開
で
行
い
ま

し
た
。
審
査
の
経
過
と
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

 

●
一
回
目
（
一
月
二
十
三
日
） 

審
査
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
、
重
要
な

問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
審
議
を
尽
く
し
熟

し
た
時
点
で
結
論
を
出
す
こ
と
と
す
る
。 

●
二
回
目
（
二
月
三
日
） 

・
紹
介
議
員
山
本
益
弘
氏
よ
り
意
見
聴
取
。

紹
介
者
と
な
っ
た
理
由
は
、
市
の
財
政
、

市
町
村
合
併
の
状
況
な
ど
か
ら
請
願
の

趣
旨
に
賛
同
し
た
と
説
明
。 

●
三
回
目
（
二
月
十
六
日
） 

・
請
願
人
の
市
民
政
策
研
究
会
会
長
　
松

尾
剛
氏
よ
り
意
見
聴
取
。
市
の
財
政
状

況
は
六
割
が
依
存
財
源
。
交
付
税
十
二

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
や
高
齢
化
が
進
む
中

安
定
し
た
収
入
を
確
保
し
な
い
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
。
自
治
体
の

合
併
に
つ
い
て
も
立
地
、
隣
接
地
と
の

格
差
が
あ
る
。
原
子
力
施
設
を
持
つ
自

治
体
の
痛
み
苦
し
み
を
理
解
で
き
る
体

制
が
必
要
。
文
化
・
教
育
に
も
財
源
が

必
要
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
も
推
進
で
き

る
。
使
用
済
み
核
燃
料
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
。 

●
四
回
目
（
二
月
十
九
日
） 

・
小
浜
商
工
会
議
所
会
頭
　
山
脇
宏
氏
よ

り
意
見
聴
取
。
既
存
産
業
施
設
（
養
殖
、

栽
培
漁
業
、
水
産
加
工
、
観
光
施
設
な

ど
）
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
適
地
を
探

し
検
討
の
上
経
済
活
性
化
の
た
め
妥
当

な
方
策
を
決
定
さ
れ
た
い
。 

・
原
発
反
対
小
浜
市
民
の
会
代
表
　
岩
本

敏
行
氏
か
ら
意
見
聴
取
。
誘
致
の
是
非

に
つ
い
て
は
真
の
活
性
化
は
市
民
共
々

議
論
を
尽
く
し
、
結
論
を
出
す
場
合
に

は
市
議
選
で
そ
の
信
を
問
わ
れ
な
か
っ

た
以
上
、
住
民
投
票
を
実
施
し
そ
の
結

果
を
尊
重
す
べ
き
。 

・
若
狭
お
ば
ま
の
文
化
と
自
然
環
境
を
守

る
会
代
表
　
永
井
彦
夫
氏
か
ら
意
見
聴

取
。
御
食
国
お
ば
ま
の
指
針
に
反
す
る
。

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
行
方
に
風
評
被
害

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
小
浜
の
豊
か

な
文
化
、
自
然
を
守
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。 

●
五
回
目
（
二
月
二
十
三
日
） 

・
小
浜
市
認
定
農
業
者
協
議
会
代
表
　
柴

田
享
氏
　
小
浜
市
農
業
士
会
代
表
　
池

田
清
和
氏
か
ら
意
見
聴
取
。
農
産
品
は

新
鮮
、
安
心
、
安
全
を
求
め
ら
れ
る
。

風
評
被
害
を
恐
れ
る
。
経
営
を
圧
迫
す

る
。 

・
陳
情
者
池
野
正
治
氏
か
ら
意
見
聴
取
。

使
用
済
み
核
燃
料
は
単
に
五
十
年
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
何
十
万
年
と
長
期

に
わ
た
る
問
題
。
幅
広
い
視
点
で
議
論

し
慎
重
に
対
応
さ
れ
た
い
。 

・
小
浜
市
医
師
会
有
志
代
表
　
木
村
浩
三

氏
か
ら
意
見
聴
取
。
食
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
。
中
間
貯
蔵
と
い

っ
て
も
永
久
に
な
る
。
原
子
力
は
将
来

が
わ
か
ら
ず
扱
う
こ
と
に
絶
対
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
安
心
で
は
な
い
。
活
性

化
に
は
文
化
遺
産
を
利
用
す
べ
き
。 

●
六
回
目
（
二
月
二
十
四
日
） 

・
自
由
民
主
党
小
浜
支
部
支
部
長
　
山
田

迅
一
稚
氏
か
ら
意
見
聴
取
。
経
済
活
性

化
の
た
め
に
、
市
民
と
の
対
話
を
進
め
、

理
解
を
深
め
る
活
動
を
要
望
す
る
。 

・
小
浜
市
建
設
業
会
会
長
　
岩
田
敏
夫
氏

か
ら
意
見
聴
取
。
補
助
金
と
起
債
で
生

き
る
小
浜
市
は
根
本
的
な
財
源
確
保
を

計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
業
界
だ
け
の
こ

と
で
推
進
は
し
て
い
な
い
。
市
全
体
の

景
気
回
復
、
活
性
化
を
考
え
て
い
る
。

安
全
に
つ
い
て
は
心
配
し
て
い
な
い
。

風
評
は
今
の
時
代
に
は
な
い
。 

・
若
狭
小
浜
物
産
協
会
副
会
長
　
上
野
清

治
氏
か
ら
意
見
聴
取
。
安
全
性
に
つ
い

て
は
さ
ほ
ど
心
配
し
て
い
な
い
。
問
題

は
安
心
感
。
若
狭
も
の
ブ
ラ
ン
ド
を
バ

ッ
ク
に
生
業
を
立
て
て
い
る
も
の
は
新

た
な
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
、
風
評
被
害
に

つ
な
が
る
。
死
活
問
題
。
食
の
ま
ち
づ

く
り
と
の
整
合
性
が
あ
る
か
疑
わ
し
い
。 

●
七
回
目
（
三
月
三
日
） 

勉
強
会
な
ど
今
後
の
審
査
方
針
を
協
議
。 

●
八
回
目
（
三
月
五
日
） 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
若
狭
地
区
担
当
官
事

務
所
（
敦
賀
市
）
に
て
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
地
域
へ
の

関
与
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。 

●
九
回
目
（
三
月
十
二
日
） 

安
全
性
に
つ
い
て
論
議
。 

◆
使
用
済
み
核
燃
料
の
今
後
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
施
設
で

あ
り
、
キ
ャ
ス
ク
と
収
納
物
の
長
期
安

全
性
に
つ
い
て
原
子
力
安
全
委
員
会
は

こ
れ
を
妥
当
な
も
の
と
認
め
た
。 

◆
国
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
破
綻
し
た
か

ら
中
間
貯
蔵
施
設
の
問
題
が
出
て
き
た
。

再
処
理
工
場
の
現
況
か
ら
長
期
間
に
わ

た
り
民
間
会
社
が
管
理
す
る
と
思
わ
れ

る
。
契
約
で
期
間
を
決
め
て
も
信
用
で

き
な
い
。
放
射
線
物
質
含
む
物
を
置
い

た
ま
ま
に
な
る
。 

◆
キ
ャ
ス
ク
自
体
一
時
保
存
の
構
造
で
あ

り
、
契
約
で
永
久
保
存
に
な
ら
な
い
た

め
の
安
全
協
定
を
結
ぶ
。
国
策
で
あ
り

国
を
信
頼
す
べ
き
。 

●
十
回
目
（
三
月
十
七
日
） 

市
の
財
政
に
つ
い
て
担
当
者
の
出
席
を
求

め
説
明
を
受
け
る
。
市
税
、
地
方
交
付
税

な
ど
一
般
財
源
の
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
。

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
、
行
政
の
守

備
範
囲
の
見
直
し
、
住
民
の
意
識
改
革
が

必
要
。
三
位
一
体
の
改
革
が
不
透
明
な
中

で
中
期
的
な
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
運
営

し
て
い
く
。 

◆
風
評
に
つ
い
て
日
本
人
は
原
発
に
対
し

て
潜
在
的
な
危
険
を
感
じ
て
い
る
。
風

評
に
も
潜
在
的
な
も
の
が
あ
り
毎
日
の

生
活
の
中
で
不
安
を
抱
い
て
い
る
。 

◆
平
和
利
用
と
し
て
の
原
子
力
、
原
子
力

発
電
を
し
っ
か
り
と
理
解
す
べ
き
で
あ

る
。
原
発
に
対
す
る
風
評
を
中
間
貯
蔵

施
設
に
対
す
る
風
評
と
し
て
い
る
。
風

評
が
あ
っ
て
も
風
評
被
害
は
な
い
。 

●
十
一
回
目
（
三
月
二
十
二
日
）
　 

総
括
審
議
。 

◆
中
間
貯
蔵
施
設
は
将
来
へ
向
か
っ
て
の

問
題
。
短
期
的
な
財
源
の
た
め
で
は
な

く
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
地
場
産
業
を

生
か
し
た
長
期
的
な
地
域
活
性
化
の
論

議
が
重
要
。 

◆
中
間
貯
蔵
施
設
の
問
題
を
若
狭
、
嶺
南
、

福
井
、
更
に
日
本
の
将
来
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
。
永
久
の
施
設
と
は
な
ら
な

い
。
市
民
の
賛
同
が
得
ら
れ
れ
ば
食
の

ま
ち
づ
く
り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
出
来
る
。

文
化
、
歴
史
遺
産
を
残
す
た
め
に
も
財

政
基
盤
は
欠
か
せ
な
い
。
若
狭
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
基
地
で
あ
り
中
間
貯
蔵

施
設
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
全
体
の
調
和

が
図
れ
る
。 

●
十
二
回
目
（
三
月
二
十
四
日
） 

〈
裁
決
に
入
る
前
の
意
見
〉 

◆
請
願
者
は
財
政
に
の
み
重
点
を
お
い
て

い
る
。
国
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
破
綻

し
て
い
る
。
永
久
設
置
さ
れ
な
い
か
。

安
全
性
に
も
実
績
が
な
く
採
択
す
べ
き

で
な
い
。 

〈
採
決
の
前
の
討
論
〉 

◇
反
対
討
論
　
真
の
活
性
化
の
た
め
に
は

全
市
民
的
議
論
を
展
開
し
後
悔
の
な
い

選
択
を
す
べ
き
。
議
会
と
し
て
公
明
正

大
に
審
議
す
べ
き
。 

◇
賛
成
討
論
　
安
全
性
に
つ
い
て
は
国
の

安
全
審
査
確
認
の
上
、
静
的
、
安
定
的

に
貯
蔵
す
る
施
設
。
三
位
一
体
の
改
革

が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
確
か
な
一
般
財
源
の
確
保
に
有
効

な
手
段
。
誘
致
す
る
こ
と
で
市
の
振
興
、

嶺
南
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
。 

 

◎
採
決
の
結
果
平
成
十
五
年
請
願
第
二
号
は

賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。
な
お
陳
情
第
二
号
は
請
願
が
採
択
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
不
採
択
と
み
な
し
た
。 

ご意見メールは…gikai-jimu@ht.city.obama.fukui.jp


